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一 地域の人や異年齢の 人との交流を 通して 一 
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5  Ⅷ研究の成果と 課題 
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人 とかかわる力を 育てるための 環境の工夫 

一 地域の人や異年齢の 人との交流を 通して 一 
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そこで、 地域との結びつきを 工夫したり、 異年齢、 典 世代交流・ 未 就園児との交流などを 通して、 人 

への思 い やりや優しさ ， 人と 触れ合うことの 楽しさ，人を 受け入れる喜び、 受け入れられた 喜 び から 満 

足 感や充実感を 味わうことができる 機会を計画的に 位置づけていきたりと 考え，ホテーマを 設定した。 ， 

Ⅱめざす幼児 像 
0 心豊かで、 思 い やりのあ る子ども 

0 互いに認めあ い，共感できる 子ども 

Ⅲ研究目標 
人 とかかわる力を 育てるために ，地域の人や 異年齢の人と 触れ合い ， 親しむための 環境の工夫を 実践 

的に研究する。 

W 研究の仮説 

地域の人や異年齢の 人と触れ合い・ 親しむための 環境を工夫することによって 人とかかわる 力が育つ 

であ ろう。 

V 研究構想 図 めざす幼児 橡 

心 挫かで，思 い やりのあ る子ども 

互いに認め合い ，共感できる 子ども 

研究テーマ 

人 とかかわる力を 育てるための 環境の工夫 

一 地域の人や異年齢の 人との交流を 通して 一 

研究目標 

人 とかかわる力を 育てるために ，地域の人や 典年齢の人と 触れ合い ， 

親しむための 環境 の Ⅰ : 央を実践的に 研究する 
  

研究の仮説 

  T こ こよ て とかかわる力が つで ろ 

Ⅰ幼児期における 、 かわり 2 環境の工夫 

3 子どもの発達と 人間 
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W  研究内容 
1  幼児期における 人とのかかわり 

(1) 人 とかかわる力の 育ち 
「 人 とかかわる力の 基礎は、 口分が親や周囲の 人々に温かく 見守られているという 安定感から生まれる 

人 に対する信頼感をもつこと、 さらに、 その信頼感に 支えられて自分白身の 生活を確立していくことに 

よって培われる。 幼稚園生活においては、 なによりも教師との 信頼関係を築くことが 必要であ り、 それ 

を 基盤としながら 様々なことを 自分の 力 で行 う 充実感を味わうようにすることが 大切であ る。 また、 幼 

児は 、 幼稚園生活において 多くの他の幼児や 教師と触れ合う 中で、 自己の存在感や 目分とは違った 様々 

な人への積極的な 関心、 共感や思いやりなどをもつようになる。 また，こうした 生活の中で自分の 感 桔 

や 意志を表現しっ つ， 他の人々と共に 生活する楽しさや 大切さを知り ，そうした生活のために 必要な 習 

偵や態度を身につけて 行くことが、 人とかかわる 力を育てることになるのであ る。 」 

( 幼稚園教育要領解説より ) 

(2) 人 と関わる力の 育ち 領域下人間関係四姉つの 柱の捉え 
人とのかかわりに 関する領域「人間関係」 

[ 他の人々と親しみ ，支え合って 生活するために ，自立心を育て ，人 とかかわる力を 養う。   

ねら ぃ 

(1) 幼稚園生活を 楽しみ，自分の 力 で行動することの 充実感を味わう。 

(2) 進んで身近な 人とかかわり ， 愛 梢や信頼感をもっ " 

(3) 社会生活における 望ましい習慣や 態度を身に付ける。 

くねら ぃ を考えるキーワード ン 

0  自立的生活態度 

園生活において・ 自分でやらなければならないことがたくさんあ る。 幼児なりにやっている 姿を受け 

とめ，自分でできることへの 自 びや充実感を 味わえるよ う に支えて い く。 

0  人 との信頼関係 

園生活の中で ，自分が周囲の 人から温かく 見守られているという 安心感をもつと ，幼児は人とのかか 

わりを求めていこ う とする。 その中で自分の 思 い どおりにならなかったり 楽しい体験をしたり 様々な感 

情 体験をする。 いろいろな人や 様々な場面に 進んでかかわり ，出会いな 亜 ねながら相手の 思いに触れて ， 

幼児が自分の 存在を意識していけるように 支えていく。 

0  社会生活における 習慣や態度の 育成 

園生活や身近な 生活の中で，かかわりが 広がったり深まったりしていくうちに ，友達と楽しく 生活す 

るためには，きまりがあ ることに気づ い て行くようになる。 身近な大人が ，モデルとなることを 意識 

し ，幼児が自分で 判断し行動していけるように 支えていく。 

りり 
  



(3) 人 とかかわる力が 育っ過程 

人 と か か わ る カ 

かかわりに対する 意欲 ( もっとかかわりた い 気持ち )   
        ・様々な場面で 表現のしかたを 知る 

          柏手の気持ちや 柏手に応じた 対応の仕方がわかる         

        ・生活や遊びのルールを 知る 

        感謝や思いやりの 気持ちをもつ など   
認識の広がり ( 様々な人が い るということを 感じる ) 

自己の存在感 柏手の存在感の 認識 

経験する様々な 感情や思 い 

葛藤   山 偏 ・満足感 ・人への好感など 

楽しい・嬉しい・ 優しい・良かった・ 驚いた・ 困 

った ・諦める ・～してほしい ・悲しい 

・教えてあ げよう ・ 我 捜しょう・かわいそ う 

かかわりの状況 かかわりの方法 

依存的・親愛的，共感的 触れる・見る・ 聞く・話す 

拒否的・支配的 など 教える・共に 行動する など 
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クラスの幼児 友達の家旗 地域の施設の 人 
              教 i. …… レ 

担任以外の教師 来訪者 師 
他 クラスの幼児 近隣の保育園児 

の援助内面を 
場 や 機 会 

・教師が意図的に 設けたかかわり 

  
@ ら 理解 え す 

、 偶然に生まれたかかわり る る 
環 境     

園生活への安定感 、 人への信頼感 
初等教育資料より 

イ 4 



2  環境の工夫 

環境を通して 行う教育において ，教師は様々な 役割を担っている。 一人一人の幼児に 対する理解に 基 

づき，環境を 計画構成し，幼児の 主体的な活動を 直接援助すると 同時に，教師目らも 幼児にとって 王要 

な 環境の - つになっている。 幼児にとって 人的環境が果たす 役割は極めて 大きい。 幼稚園の人的環境は ， 

担任の教師だけではなく ，幼児の周りの 教師や友達すべてが 環境となる。 さらに，幼稚園教育要領の 領 

域 「人間間 係 」にも，内容の 取り扱いとして「 (4) 幼児の生活と 関係の深い人々と 触れ合い，自分の 感 

情や意志を表現しながら 共に楽しみ，共感し 合う体験を通して ，高齢者をはじめ 地域の人々などに 現し 

みをもち， 人 とかかわることの 楽しさや人の 役に立つ 喜 ぴを味わうことができるようにすること。 また， 

生活を通して 親の愛情に気付き ， 親を大切にしょうとする 気持ちが育っようにすること」というよ う に 

多様な人々とかかわる 体験が幼児の 生活にとって 必要であ るとしています。 

多様な人々の 捉えとして，保護者・ 祖父母・小学生・ 中学生・ 未 就園児の親子・ 浦添市国際交流課の 国 

際 交流 具 ( 米 Ⅲ 八 ) . 地域の施設の 人々など，広く 捉える。 

環境を構成するとき ，教師は幼児の 活動の流れに 即し，幼児と 意見やアイディアを 話し合ったり ，     

緒 に考えたり、 ときには幼児が 気づ い ていない環境に 気づかせたり ，幼児の思 いや イメージを生かしな 

がら行います。 そ う することで，幼児が 自ら環境を構成して い く 力 をはぐくむことがができ ，主体性を 

育てることができる。 

環境を構成するにはく 幼児の発達の 時期を考える ノく 興味や欲求を 考える ノく 生活の流れを 考える ノ 

ことが大切であ る。 

3  子どもの発達と 人間関係 
本園は ，五歳児一年保育ですが ， 未 就園児との交流を 通して， 0 歳から 4 歳までの幼児と 出会うこ 

とになり，その 年齢の「子どもの 発達と人間関係」を 教師間で共通理解していく。 

期
 

児
 

児
 

時
 

歳
 

歳
 

0
 

1
 

発達・課題 

基本的信頼感 

好奇心旺 盛 

発見・感動・ 伝達・共感 

人 間 関 係 

・対人関係のはじまり ～人の顔に興味を 示す。 

・乳児は，母親の 声・ 顔 ・匂い・肌触りを 覚え   側にいると安心し ，見 

えなくなると 不安を感じて 泣く。 これが愛着関係 ( アタッチメント ) の 

成立で，今後の 人間関係がつくられる 基礎になる。 

・ 人 <D) 表情やリズムのあ る語りかけに 反応しながら ，積極的に周囲の 大 

人 に働きかけ対人関係を 作って い く。 人人には乳児の 反応を適切に 受け 

止め ， 返してやることが 求められる。 大人による応答的な 対応が乳児の 

「 人 とかかわる 力 」を育てて い く。 

  

  

  

・歩行の自立や 言葉の獲得によって ，人間関係が 広がる。 

・大人とのコミュニケーションも 少しずつとれるようになり ，子どもは 

他者に対する 信頼感や安心感を 感じ、 人とかかわり 合 う ことの楽しさを 

知るようになる。 このことは，友だち 関係を作っていく 上で大切であ る。 

，仲間はともに 遊びを楽しむ 友だちであ り、 いたわる相手であ り、 時に 

は 模倣の対象になる。 

・自分の周りの 世界に自分の 丁で触れるようになり   「新しい発見」の 

感動です。 そして，感動を 伝達するときに 一緒に感動し ，共感していく 

ことが，人の 心が分かる子に 育っ " 

にり   



2 歳 児 

友達への関心が 芽生える 

・運動能力の 進歩から・身体を 使っての活動が 活発になり，自分の 身体 

がどのくらい 動くのか、 人とどれくらいぶつかったら 自分が痛いのか ， 

相手が 泣 くのかを知る。 又 ，同じような 遊びをするだけで 相互交渉は行 

われていない。 

・自分の年齢に 近い子どもへの 興味が増え、 自分から「かかわろう」と 

いう気持ちをもって 働きかけるようになるが．まだ 亡友だち 山 という意 

識はない。 大人が子どもと ，子どもを結ぶ 媒介者となってお 互いの行動 

を 言葉でおきかえてやりながら、 自分と他者の 存在を意識し 口分の思 、 い 

や柏手の思いがあ ることに気づかせて い く。 

  

3 歳 児 

4 歳 児 

5 ～ 6 

歳児 

イ 

自我・個性の 芽生え 

友だち関係が 芽生え、 

けんかや いぎ こざが多く 

なる 

  

社会性の芽生え 

友達関係が広がる 

おせっか いと 仲間意識 

極
 
積
 

つ
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・自己主張 期は ，自分らしさを 発揮し．心を 素直に行動に 移して欲求を 

主眼することであ る。 押さえつけないで・きちんと 保障することで ， 豊 

かな自己表現ができるようになる。 

  3 歳月はもっとも「その 気になりやすい。 」時期，誘えばすぐに、 「 フ 

ア ンタジ一の世界」 ( ごっこ遊び ) に入っていく " しかし， 3 歳児にと 

って役割分担を 自分たちで決めることは・とても 大きな課 題，それで 

もめ れ なと遊ぶほうがおもしろくて 楽しいから，我慢すること ，諦める 

こと，待つことなどを 学んでいく。 

・自分よりも 弱い者、 小さい子を叩くこと、 人の物を壊したり 奪ったり 

することなど、 人としていけないことをしたら、 分かりやすい 言葉でき 

ちんと伝える。 

・人生で初めて 人の役に立ちたりと 思う心が芽生える 時期。 また、 積極 

的に対人関係を 持とうとする " 社会 裡 " が芽生えていることでもあ るの 

で ・支え合って 生きる人間になるために 大事なこと，索敵なものとして 

認める誉めてあ げる。 

・子ども同士のかかわりには、 大人のかかわりが 重要であ る。 " 友だち 関 

係 " をより深めていくために 子どもの気持ちの 代弁や問題解決を 援助し 

ていくことが 大切であ る。 

・「ごっこ遊び」で・ 子どもたちはいつもと 違う，大人のことばを 使って   

それぞれの役割のもっ 意味や内容を 学んでいろ。 
  
・友だちへの 関わりも積極的になり ，その関係も 深まる " 自己コントロ 

一ルしながら 活動を楽しみ ，問題も臼分たちで 解決しようとする。 

・友だちのとらえも 具体的で「優しい」「おもしろい」 等 特性を表す 言 

葉 と行動とを子どもなりに 結び付けている ，柏手を理解し 自分の行動 に 

ついて考えていけるような、 人人の援助が 重要であ る " 

・ルールの大則さを 知り，ルールを 守ることで遊びが 成立する事を 知る。 

・葛藤やつまづきの 場面で，大人は・ 子どもと一緒に 悩んでしっかり 会 

話して、 自分白身で乗り 越える体験を 支えていく。 

， お互いに親しみを 持ち，個性を 活かして仲間の 役に立とうとする 集ま 

りの中で・集団の 一員としての 自覚が育つようになる。 

レ
て
 

Ⅰ
Ⅰ
 



4 「 人 とのかかわり」年間指導計画 

期
月
発
達
過
程
 

月
 

7
 月

 

期
は
 

月
 

5
 

 
 

月
 

4
 

0 教師とのかかわりや 気のあ う友 

達とのかかわりを 通して安定し 

自分で遊びを 広げて い く時期。 

Ⅱ 期 

9 月 1 0 月 Ⅰ 1 月 Ⅰ 2 月 

0 自己の力を発揮しながら ，友達との っ な 

がりを深めグループやクラスのまとまり 

が出てくる時期。 

月
 

朋
 
3
 

月
 

 
 

Ⅰ
 
1
 

ら 友達を思いやったり 自己を抑 

制しょうとする 気持ちが生まれ 

る時期。 O@@@L ， C@i 。 SJg@L@@ 
*  地域の子どもたちに 遊び場を 

ね 提供すると共に． 禾 就園児と一緒に 

ら 遊び、 親しみの気持ちをもっ。 

ⅠⅠ 

安身近な人々と 触れ合い・遊びの 伝達など 

を通して、 温かい触れ合いができ、 尊敬 

の気持ちや思ひやりの 心をもっ。 

ム 異年齢 児 とかかわり遊ぶ 中で、 

お互いに受け 入れたり．受け 入 

れられたりする 鰯 びを味わう。 

内
 

容
 

0 未 就園児との出会、 ・ ) を喜 ぶ 

0 -- 緒に遊び、 楽しさを味わう 

   
 と

し
 

風
采
 

 
 

遊
 

主
 
に
 

学
緒
 

十
一
 

 
 
生
き
 

学
招
 

り
 
、
ケ
目
 
%
 

0
 
図
 

接
稚
 

隣
幼
 

・ジュリアンさん ( 国際交流 員 ) と遊ぶ。 

・新人園児との 交流、 

遊びのコーナ 一で触れ合う 

・近隣圃の保育園児と 肚 れ台 ぅ 

・五年生と給食会 

・小学校めぐり 

環
境
構
成
及
 び
 

援
助
 

0 温かい雰囲気づくりをする。 

0 幼児の言動をゆったりとした 気 

持ちで受けとめたり、 遊びの場や時 

間等を十分に 確保する。 

0 水 や 砂など自然の 素材を使い身 

休を使って活動できるようにし 

ておく。 

0 未 就園児に対して 親しみをもっ 

て 優しく接していけるようにする 

0 自分の思いが 通じなかったり   

受け入れなかったりする 体験を 

することにより、 柏手の存在に 気づ 

き、 関心を持ってかかわっていける 

ようにする。 

0 ティーム保育のよさを 生かし、 

互いの情報を 交換し、 多面的に幼児 

を 知るように努める。 

0 いろいろな道具や 用具を使ったり、 集団 

  的な活動を通して 身体を動かすことがで 

きるような環境の 構成にする。 

0 世界の地図や 国旗などを見ながら 外国と 

日本の違い、 位置などを知らせて い く。 

0 自分から進んで 運動したり、 力を試した 

りする姿を認め、 自分なりの目的をもち、 

自信をもって 行動できるようにする。 

0 友達とのつながりが 深まるように 仲立ち 

をしながら意見を 出し合ったり、 ルールを考 

えたりしていく。 

0 地域の人や異年輪の 人とふ ねめ う機会を 

大切にし、 人との触れ合いに 楽しさや喜びを 

感じとっていけるようにする。 

0 異 年輪との触れ 合いの中で。 多くの人に 

支えられていることの 気付き、 充実感を味わ 

ったり、 トラフ J しゃ 葛藤を乗り越え 

る 力も育つよう 援助する " 

0 遊び慣れた遊具や 素材の使い方 

を工夫し、 自分たちで 遊 ぴを考え 

たり、 遊びの場をつくったりできる 

よう・共に構成する。 

0 友達の良いところやおもしろい 

ところ、 工夫しているところを 伝え 

お互いに刺激し 合って遊 びの 広が 

りや深まりがもてるようにする。 

0 友達同上で話し 合う機会や発想 

を生かして 遊 ぴを進めていける 

ように援助する。 

0 新入園児等、 午下の人と接すこ 

とで自分の 力 に気づいたり 役に 

立っ喜び感じたり 柏手に合わせ 

ることを学んでいく。 それを子 

どもが意識できるよ う に伝えて 

いく   
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Ⅶ保育実践 
Ⅰ 「 人 とかかわる」活動の 展開計画 

千手下 あ ・ ねら ぃ 

時 期 

・ 未 就園児との触れ 合い 

  ム
 
%
 

う
 
ま
 
 
 

 
  
 

1 /1 8 

く 行事への招待 ノ 
映写 会 ・おだんご作り・ 生活 

発表会見学・カレ 一件 り 
    - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

・小学生とのふれあ い 

「交流会」 1 0 月 

・五年生との 給血試食会 

・小学校めぐり 2 月 

一年生の教室・ 図書館 

保健室・校長室 他 

・読書クラプに よ る 

「読み聞かせ」 

・年下の子ども 達との触れ合い 

を通して思いやりの 心を育 

てる。 

  

・小学生とのかかわりを 通し 

て， 親しみを持ってかかわれ 

るようにする。 

  ・就学に期待が 持てるよ う に す 

  
  る 。 

  ・絵本の楽しさを 共有する 

1 0 月 1 月 

・ 中学生とのふれあ い   、 中学生とのかかわりを 通して 

  「交流会」 (12 月 )    親しみや憧れの 気持ちを持っ l 

  
  てかかわれるようにする。   

    ，高齢者とのふれあ """"""""""""""""""""""""""""l"""""""""""""""""""""""""""""""""""" い ・お年寄りへの 尊敬と感謝の           

l 「おじ い さん・おばあ さん l 気持ちを育てる。   

と 遊ぼう 会 」 (9 )J) 

・国際交流 貫 ( ジュリアン さ   アメリカから 来たジュリアン   
ん ) との交流。 さんについて 知り ， 親しみ 

を 持つ。   
・近隣保育園との 交流 ・同年齢の子ども 達とのふれあ 

「 広栄 保育園」との 交流会 いを通して，思いやりの 心を 

育てる。 

  

内 容 

実地方法 : 月に 1 ～ 2 回 

・幼稚園児と 未就 圃児 が一緒に遊ぶ 

・幼稚園児の 遊 びの 様子を見てもら ぅ 

・ 未 就園児と保護者への 遊びの指導や 

子育てについての 話をする。 

  

・幼稚園生と 小学生が一緒に 遊ぶ 0 

  - 五年生と交流し ，一緒に給食をいただ 

く。 

  小学校の行事に 参加したり，見学した 

りする。 

・小学生「読書クラプ」の 児童が囹にき 

て 紙芝居・絵本を 読む。 

  

  

  

                                                                                                      い ----@  一緒に遊 ---- ふ       
( 竹 トンボ，水でっ ほ う・ ソテツ の 虫か 

ご ・アダンの風車笠 )   

  ・異文化に触れる。 

  

  

・幼稚園児と 保育園児が一緒に 遊ぶ。 

・「五年生との 給食試食会」に 一緒に参加 

する。 

・ 「小学校めぐり」に 一緒に参加する。 

  
    

タ 
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， 児竜 センター・浦添市立図 

吉郎・浦添市立美術館 

(6 月 ) ( ⅠⅠ 月 )   

  

・「お茶会」 へ 参加 

( 浦添ハーモニーセンタ 

一 )   

， お母さん達による 

F 読み聞かせ ] 

ポランティア 

  

・地域の人々とのふれあ い を 楽 

しむ。 

  ・公共のマナーを 守る。   

  「お茶」の作法を 問いたり・ 

お茶をいただいたりして ， 口 

持と異なる雰囲気を 楽しむ。   

・絵本に親しむ。 また，共通の 

体験を通し心が 豊かになる。 

・話す カ， 聞く 力 が養われる。 

    - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

・国外保育を 利用して地域の 施設に出か 

け，幼稚園では 得られない体験をする。 

  

「お茶会」に 招かれ，ハーモニーセンタ 

一のお茶室を 見学したり，お 茶をい 

ただれたりする。 

  

・毎週月曜 ロ の朝の時間に「読み 聞かせ」 

をしてもらう。 

2  実践 例 ① 「 囲 まう 会 Ⅰ 
ロ 時 平成 1 3 年 9 月 R 日 ( 木 )  9 : 3 0 ～ 1 1 : 0 0 

対象者 未 就園児の歳～ 4 歳 ) の親子 園児 1 2 5 人 

ねら ぃ ・水や泡の感触を 味わい， 未 就園児と楽しく 遊ぶ。 

・ 末 就園児と - 緒に映写を楽しむ。 環境の工夫・ 未 就園児の発達や 時期・興味・ 関心を考え 遊 ぴを設定する。 園児も未就園児も 砂・上 水 

など自然物に 直接触れ，その 感触を楽しんだりすることが 大好きであ る。 身近な自然に 触れたり，見たり 

して遊ぶことを 楽しめるように 園庭に色 水 ・ミニプール・しゃんぽん 玉 ，石けん ク 'J 一ム などの遊 びの 
コーナーやぺット ポ トルなどの材料も 用意しておく。 石けんクリーム 作りや包永 に 園庭の草花が 使えるよ 

う にする。 又 ，子どもの興味や 遊 び 方などの変化に 応じて必要な 環境を再構成する。 

く 活動の展開 ノ 

・受付の準備をしている 教師の手伝いをしな 力汚 、 オ諒母司児 

力津 ってくるのを ，㎡ 寺 ちにしている。 末 就園児の親子力 瀋づ 

てくると「名双Ⅰ 温 」 「好きなシールを 貼ってください」と、 

名札 や カードを渡す。 名札をつけてもらい 笑顔の木 就圃児末 
勅封児の多くが 園児のきょうだい 組であ る。 

く 但木 遊 ヱ % 
・ 未 就園児の V 子 ちやん， 姉 ( 園児 ) に手取り足取り 竹 : り 方を 

教えてもらっている。 きれいな曲水に 満足した様子で 拐師に 

も見せた。 

  

く 石けんタリーム 作り ノ 

  園児も興味を 持って取り組んでいる・。 材料の入ったワゴンを       

準備してさっそく W: り 始める。 おろし器で石鹸を 削るのも・ か         

u レ   



なりの集中力 カ泌 、 要だ。 泡立てる時の 水加減も心得ている K 

子 スプーンを使って 上手にやっている。 側にいるお母さん 達 

も牡 むしている．スポンジに 泡帝 てたタリームをぬって ，草花 

を 飾って 荊戊柱 S 子は、 得意そうに /J せい 利 こ作ってあ げ 

る。 クリームを分けてもら ぃ 一緒に作り、 「おいしそうな、 か 

わいいケーキができた」と ， 喜んでいた。 

「本格的なままごと」とお 母さん達も感動していた。 泡の感 

触や昧わ いな力汚 、 お互いに楽しんでいろ。 

く ミニ・ブールノ 

  掛児も 未就 圃児も， 子どもは水遊びカゴメ て 好きであ る。 水着や パ 

ンツ姿になってはしゃいでいる。 憶 子の妹と、 水鉄砲での的       

当てが、 楽しかった」と Y 子 。 ミニ，プールで 転ばないように       

優しくリードしている 園児たち。 手でピチャピチャたたき 水           

が飛 び 傲るのを楽しんだり、 べ、 ソ トボトルのシャワ 一で水を       

あ ぴたりして、 水の感触を味わっている。 「プール 力ち 出よう」         

と 言ってもなかなか 出てこない， 未 就園児の子ども ; 軋   
  

多くの 未 就園児 力 遊 び ・お母さん達も 一緒になって 楽しんで ぃ       
る 。 

    
      

く 映写 会ノ   

  団庭 で遊んだ後は、 あ んなで集まって 広 い 保育室で映何を 見る。         
l 班由を見る前に 末別 司児 の自己紹介や 手遊びがあ り、 肋めいい 」       
と園児も喜んでいた。 微笑ましい雰囲気で 始まる。 

暗 い 保育室で ，お 姉さんのひざに 座ったり， お 兄さんと干をつな 

いで隣に座ったり、 「やっ ば 9 、 お母さんの 廿 めがいい」と 言う 
子など、 自分の好きな 所で、 「 tJFo 国の交 蹄コ ( 以 映写を 
見ること ヵゃ できた 

  
く おしゃべりの 場 ノ 
お はさん達の交流する 場を， 蔚 鼓して べ ランダに コ ザを敷く。 
べ ランダに座ったり、 榛 庭の木陰などで 自由におしゃべりを     

楽しんでいろ。 

  
 
 

…
１
１
 ｜
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

    

 
 

く 考察 ノ 

  子ども達と一緒に、 準備を進めていくことで、 幼児も参 力 n しているという 気持ちがわき ， 未 就園児がやって 

くるのを期待して 待っ姿が見られた。 一緒に準備をしたり、 「 00 は・どうしたらいいかな。 」と相談し 

ながら進めたことも ，幼児の意欲的な 姿につながり ，小さい子が 喜ぶようにと 思いやりの気持ちを 持って か 
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かわっていた。 

・各コーナーとも 園児がお兄さんお 姉さんぶりを 発揮し，「 色 水の伸り 方 教えてあ げた」 「石けんクリームが 

余ったから，ケーキを 作ってあ げた。 」 「 S 子の妹とプール 遊びして楽しかった」など ，遊び方を教えて 

あ げたり，遊びを 共有したりしていた。 ・ 又 、 未就園児のお 母さんから「お 姉さん。 」 「謀ってもらってあ り 

がとう。 」という言葉を 言ってもらい。 認めてもらう 充実感や満足感を 味わっている " 

・きょうないや 知っている小さい 子が来るので 関心を持っている 子 ・あ まり気にしない 子 ，自分達の遊 びに 

来て欲しい子など、 かかわり方は 様々であ る。 K 男は、 普段より積極的に 小さい子にかかわり、 相手の気 

持ちを受け入れて 優しく接していた。 

・ 未 就園児の親子にとって   幼稚園が遊びの 場の提供や遊びを 伝える、 地域の子どもの 成長を促す堺になっ 

た 。 交流会後も数人のお 母さん達が山山に 話し合っている 様子が見られ、 悩みや経験を 交流する場、 子育 

ての楽しさを 実感する場になったと 思われる。 

3  実践 例 ②「おじいさん ，おばあ さんと遊ぼ ぅ 」 

Ⅱ 時 平成 1 3 年 9 月 1 4 日 ( 金 )  午前 9 :3 0 ～ 1 ー 0 0 
対象者 園児の祖父母と 父母 

ねらい お年寄りへの 信頼感と感謝の 気持ちを育てる。 

内容 昔の遊ぴを教えてもらい ，一緒に遊ぶ。 

( 竹 トンポ・ ソテッ の 虫 かご・水でっ ほ う・アダンの 葉の風車・お 手玉 ) 

a 硅 境の工夫 ) 

昔の遊びを教えてもらい ，一緒に遊ぶ ( 竹 トンポ 、 ソテツ の 虫 かご 、 水でっ ほ う・アダンの 葉の風 申 ・ 

お手玉。 ) ソテッ の葉・とげなしアダン・ 竹 ( 大い・細い ) などの身近な 自然の素材，その 他の材料 

布 ・ 糸 ・ 豆 ・ 竹 串など，園庭 やべ ランダにそれぞれ 遊びのコーナーを 準備する。 又 ，すぐに作ったもの 

で 遊べるように 水を準備しておく。 園庭の点検をしておく。 

く 活動の展開 ノ 

各 コーナ一に分かれて 作る。 

く竹 とん ヰか 

・ 打 とんぽの先生Ⅰ了のおじいさん、 小刀で上手に 削って 

いる。 側では、 「じっと」見つめている。 「 エ 一イ」と飛ば 

す とよく升もぶので 子ども達は 、 喜んで遊んで い た 

く 水でっ ほうノ 

  「よく作ったよ。 」と、 働 ) しそうに話している。 

  

"  卸 "   

作った水でっぼうでさっそく 試している。 「シュ、 ソ ・シュ、 ソ 」と。 勢いよく遠くへ 7% ぢ ので，何度も 繰り返し遊んで 
いろ。 「おじ い さん，すごいね」と 言われて，目をほそめて 見守っていた。 人気のあ る遊びだった 
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くソテツ の主力 に Ⅰ ノ 

・ M 男のおばあ さんは、 二段式の ヵビ を上手に作っていた。 実際にバッタを 捕まえて出ヵ ぜ、 に 入れていた S 男 ， 

「見て，おじいさんが、 作ったんだよ。 バッタもいるよ」と、 得意そうに見世ていた。 K 男のおぱあ さん 
「いなかでは ， 曲 イチゴを採って 帰るの力ま 柴 しみだった。 」と話してくれた。 K 男が 嬉 ぞうに寄り添っている。 

  くァ ダンの風Ⅱ ら 

・ た出 こ向かって グルダ ) レ よく回っていた。 

・ H 男のおばあ さん、 風車 瑚世 に指輪・メガネ、 ・ 

時計・プレスレソト 等。 楽しんで作っている。 

くお手工 ノ 
・小豆を入れるのⅠ別封児の 役日，おばあ さん達は手際 よ 

く 上手に作っていた。 お母さん 避こ 作り方を教えている 

様子が，微笑ましい。 

  

4  く クラスでの様子 ノ 
  祖父母に自己紹介をしてもら ぅ 。 

子ども達からも「小さい 時は，どんな 
遊びをしていましたか ? 」など 頂問 が 
あ り， 「昔は白公達 で， 遊ぶものは，全部 

 
 

 
 

 
 

作ったよ。 こまや凧もつくったよ。 」 
と，にこにことⅠ寧に 教えて下さった。 

S 子のおじ い さんは， 「来年は，幼稚園生が ， 

他の祖父母も ，うなづいていらっしやる。 

いないので，招待状を 出して下さい」 
との中し出もあ り，みんねから 拍手を 

もらっていた。 

    - 緒におやつをいただきながらおしゃべりを 

して い く中で，なごやかな 雰囲気になっていく。 
嚴 後にみんなで カ チャーシーを 踊り会を閉じる 

帰る時， 「幼稚園生と 握手すると，とても 
元気がでますね。 」と，園児の 手を強く掘るおぱあ さんもいらしゃつた。 

考察 

  「おじ い さん・ お ぱあ さんと遊ばう 会 」は， 当 園の恒例の行事で ，祖父母も楽しみにしている " 

祖父母の参 方 n が見られ関心の 高さがうかがわれた。 

多くの 

/ ク 
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  遊 典を作ってもらったり ，遊びを教えてもらうことで ，新鮮で楽しい 経験となった「 遊 共作りで 手 ぎわ 

のよさなどを 見ることで尊敬や 感謝の気持ちを 味わっていた。 また，幼児は 身近な人々からの 語りかけ 

や 励ましなどのコミュニケーションによっで 自信や優しさの 心が育ち、 人とのかかわりを 広げていくこ 

とかわかった。 

・お年寄りのユーモラスな 表現や ， 温かい人柄に 触れ ，人 とかかわる楽しさを 感じることができた。 

・祖父母は特技を 披露することで ，多くの園児に 認められ，尊敬されたことで 喜びを感じたと 思われる。 

  

  
  

    ・祖父母参観 口は ，とても有意義な 一口でした。 賀沢 な玩具が増えている 昨今素朴で懐かしい 昔の玩 : 
  

:H  ( 沖縄の ) ソテッ の葉で編んだ 虫 かご，アダンの 葉の カジ マヤ 一 ( 風車 ) を 孫達 と一緒に汗を 流 い 
・ながら作ることができて 幸せでした。 皆さんも孫を 見る眼差しが 微笑んでいました。   

・・祖父母と 園児達の集いがあ るとの事で緊張して 登園 した。 私は竹トンボに 挑戦し ， 与えられた時間 : 
: を一生懸命子どもの 頃 を思い出すがままに 作った。 孫と 竹とんぼを飛ばすに 挑戦し ，孫 より自分が無 : 
: 心になっていることに 気づいた。 

  
  

: 日頃 ，触れ合いが 少ない 孫達 との触れ合う 素 晴らしい機会を 企画して下さいまして 感謝しております。 : 
  

4 実践 例 ③中学生との 交流 

日時 、 1, 成 1 3 年 1 2 月 1 品田 ( 火 )  9 円 0 ～ 1 0 は 0 

対象 浦 曲 中学校 3 年 1 組 3 2 人 園児 1 2 5 人 

ねら ぃ ・中学生のお 兄さん・ お 姉さんと交流して 親しみや憧れの 気持ちをもっ 

・自分の思いを 言葉で伝える。 

環境の工夫・ 園庭の整備と 遊具の点検を 行い。 安全にあ そべるようにする。 

・異年齢での 集団 あ そ ぴを考える視点として ，みんながよく 知っていて楽しく 遊べる教材 

を 考え，ゲームやわらべ 歌を取り上げる。 ゲームは「いすとりゲーム」「はんか ちおと 

し 」に決まる。 お面など必要なものを 幼児と一緒に 作る。 又 ，わらべ歌は ， お互いに 触 

れ 合って遊べるように ，「で 一じめ ぐんかん」で ，ジャンケンしながらリラックスでき 

るようにと考える。 

お
ん
ぶ
し
て
も
ら
っ
て
い
る
 ほ
 く
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中学生の気持ち 
実践③中学生との 交流 実践の様子 つ 
名札を並べて ヮ クワクしながら、 中学 受付 

む 
  

どんなふさに 接したらい い の 
生 が氷るのを待ってる。 中学生が到着 名札を 

か ? どんな話をすれば いい の 
して、 受付の名札を 見て、 「私の名双が つける 

か 不安な気持ちと ，どんな子が 
あ った」「うれしい」「名札がかわい 

いるのか楽しみな 気持ち。 
い 」「挫かし い 」と、 喜んでいる中学生。 

受付の園児は 、 体の大きい中学生に 、 

圧倒されていた」 中学生は、 にこにこやさしい 笑顔 

@  集まる 花園児は、 やや緊張ぎみでの ，対面 

く 園庭であ そぶ ノ 
中学生 「わ あ ，すごい， お 兄さんたち高 い ね。 」 

入場 ドキドキワクワクの 瞬間です。 
まず自分のことをアビールしている 

「ぼく，足が 速 いよ 」「木のぼり 上手」 
歓迎の 

「 児て ．縄跳びの後ろ 駆け足飛 びが で 
歌 

きるよ。 」と自分の得意なものを 見ても 
くじゃんけんの 勝ち抜きゲーム ノ 

真剣な表情そして 勝ったときには ， 

「 ヮ 一 イ 」と歓声をあ げ、 笑顔で喜び 含 
  

かちお っている。 じゃんけんするごとに 仲間が 
よ う 。 」と ，う ちとけて遊ぶ。 

とし」 増え ， お互いに触れ 合ってゲームを 楽し 
「 兜 こっこするもの、 この 指 とまれ」 

フルー んでいろ。 友達やお兄さん・ お 姉さんの 
「お兄さんが 鬼 するから、 みんな逃げ 

・ ソ バス 応援をしながらゲームを 進めている。 
て 」 と・ お 兄さん達が。 遊びを進め手 

ケット」 なごやかな雰囲気で 在る。 
いろ。 又 、 お姉さん達を 中心に 、 花ぃ 

ちもんめ の集団遊びを - 緒に楽しん 

でいる。 「ねぇ、 こっちきて、 おんぶ し 

て 」とおんぶ や、 肩 ぐるまをしてもら 
おやっ く おやっ ノ 

おやっ 園児もすっかり、 リラ， y クス して 
って、 にこにこ笑顔の 園児 達 でした。 

を一， 緒 幼稚園のことを 話したり中学校のこ 

に いた とを聞いたり、 おしゃべりしながら 

た く いただいている。 情報交換をしてい 

る 様子， い い雰囲気でほほえまし い 。 

園庭へ行くとき、 抱っこされたり、 

肩 ぐるましていたら 幼稚園の 手を っ な い だり、 お兄さんにぶら 下 

先生が「一人っ 子だから嬉し かっている。 「ぶらんこもあ るよ」 

ぃ はずよ」と言われ、 張り切 「雲梯好き」「早く 行こう」 と。 嬉 

り すきて少しつかれたなあ 。 しそうに園庭を 案内している。 

/ ゼ 14 
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・小さいときに 戻った感じで 楽しく遊べたなあ 。 

・素直な気持ちにあ えて良かったなあ 

・保育は大変だ 倒 

・いつまでも 忘れない           別れはっ ちい なあ "" 、 

  

て， 手を洗うのも 一緒にならんで ，友だちになった。 

んが一番楽しかった。 
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く 考察 ノ 

・木枕 樹 児や小学生の 交流と異なり、 体が大きく 力 も強い中学生に 対して・園児は 体ごとぶつかって ぃ 

き、 おんぶや戸ぐるまなどよ 胆 な遊びが見られた。 掻 れの [ お 兄さん・ お 姉さん 山 とのかかわりは ， 

胸 が弾む反面，心配もあ ったようだ。 そのお兄さん ， お 姉さんが自分に 合わせて動いたり 手助けして 

くれたりしたので ，再 び とともに安心感を 抱き ， 生き生きした 様子が見られた。 いろいろは立場での 

かかわりが幼児の 育ちには，大切だと 考えい い 経験ができたと 考える。 

・ 倒児が l,1 分の特技や知っていることを 伝え ， 認められたことで ，さらに口唇をもつことができた。 口 

信 をもつことで 遊びへの意欲につながると 共に ， 人へのかかわりが 多くなって い くと考える。 

， Ⅱ 頃 ，接することが 少ない中学生とのかかわりは ，親しみや感謝の 気持ちをもっことができ ，中学生 

と 共に曲ぴを共感することができた。 中学生にとっても ，園児との交流は ，集団をリードする 力 ・ 責 

任感 ・思 い やりの心が育ち ， お互いが育ち 合 う 触れ合いが育まれ ， 人 とかかわる力が 育って い くこと 

が 、 わかった。 

5 検証保育一日体験人日 

検証保育指樽 案 

ⅡⅠ @ Ⅰ Ⅱ l 時 : 平成 1 4 年 1 月 1 8 Ⅱ ( 金 )  9 時 1 5 分～ 1 0 時 3 0 分 

サふ 象 : 当山幼稚園児 1 2 5 各 新人園児 

ねら ぃ : ①新入園児と 一緒に遊び ， 親しみや優しさ ， お 兄さん， お 姉さんとしての 喜びの気持 

ちを味わう。 

②友達と思いを 伝え合いながら ， 一緒に活動する 楽しさを味わう。 ヰ な 活 動 : 新入園児の一口体験入園 
活動の経過 : これまで， 未 就園児・小学生、 中学生・・高齢者との 交流を体験してきた。 今回は「 新 

入園児の一口体験」と ，いう 花園児と午の 近い幼児同 7, の交流になる。 「自分達の幼稚 

圃を紹介しよう」「当山幼稚園には ，大きな木があ って木登りできるよ」「砂場で ，ダ 

ム や川も作れるよ」「プランコに 乗ってたのしいよ ! 」など，幼稚園をアビールしよう 

と 振り切っている。 遊びのコーナーをつくり ，花園児が自分の 好きな遊びを 紹介する 

ことになる。 それぞれのダループに 分かれて相談しながら 進めている。 本 時では， 戸 

外遊びを中心に 花園児と新入園児が 交流を図る。 

環境の工人 : 下前に，園児と 一緒に，園庭や 固定遊具の点検をする。 

/ イ 
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広い園庭には ，固定遊具・ 大きな 木 ・草花・砂の 感触を味わう 砂場・走ったりできる 広 

場・ままごとをするテープルやいす・ 家庭と同じようなフライパン・ ポ ・など幼児が 

手に取って遊びたくなるような 遊具・道具や 場を用意しておく。 また， 小 動物との触れ 

合うコーナーを 段 ポール紙で作り ， 絵を描いたり ，固定遊具の 係りは，遊具の 名前や乗 

り 方を菩いた看板を 作ったりしている。 グループの友達と 相談しながら ，教師も一緒 

に 構成していく。 

  

遊 び の 内 容 係 分担 留 意 点 

1 . 受付・名札 係 ( 伊礼 ・宮城 ) ]2 名 ・自分の係分担を 知り、 最後まで頑張る。 ( 後付 
付けまで ) 

2 . 飼育動物と触れ 合う ( 安座 真 ) 24 名 ・ /J 亜い 子に対して親切にする。 

・遊 び 方を教えてあ げたり、 危険のないように 見 
てあ げる。 

3 . 砂場 ( 平他 ) , 竹馬 ㎝， FFI) 28 名 
ぽっくり げた 

Ⅹ雨天の場合 
4 . 固定遊具 ( 比嘉 ) 28 名 

0 ひまわり 組 

（ 

ぶらんこ、 すべり台、 シーソー 
雲梯、 ジャングルジム 、 ） 

( 巧技 台 、 - 本橋 ) 
- 本橋 

0 たんぽぽ 組 

にり 舞台 ( 宮城・玉城 ) 3 、 2 名 ( まりつき、 けん 玉 、 こま回し ) 

・ エイサ一 ・手話ソンバ 0 すみれ 組 

・ フ， - プ ・けん ぶ ( カルタ・ す ごろく、 トランプ ) 

・ダンスみんなお い で 
0 あ さがお 組 

( 舞台のコーナ 一 ) 

・各クラスで 何をあ げるか考えて、 製作をする。 

プレゼント 自分だったら 何がほしいかな ? 

どんなものをあ げたらりいかな ?   
* ビニールたこなど 

・神孫に分かれて 話し合う 平成 14 年 1 月 15 日 ( 火 ) 10:00 ～ 11 :00 
係は ついて 1 月 Ⅰ 6 日・Ⅰ 7 日 

・ 各 係の名札をつくる ( 名札の色 ) 
受 付…ピンク 舞 台       水色 固定遊具…黄色 
飼育動物、 他…黄緑 砂場…紫 竹馬…オレンジ 

¥ ド /Z 

 
 
 
 

  



新入園児の一口体験入園 

一一一幼稚園は 楽しいな一一一 当山幼稚園 

1I  時 平成 14 年 -1 同 18 日 ( 金 ) 9  : 00  ～ 11 : 00 

  新入園児と交流し、 園を案内したり -- 緒に遊びを楽しむ 申で ， 親しみや優しさ ， お 兄さん， 
ねらい お姉さんとしての 再 びの 気持ちを味わう。 

，友達と思い な 伝え合いながら ，一緒に活動する 楽しさを味わう。 

時間 予想される幼児の 活動 内 容 教 師 の 援 助 

      ]5  0% 園 する ・すすんであ いさつをする。 0  明るくあ いさつを交わしながら 健 
・あ いさつをする。 ・出席ノートにシールを 貼る。 陳状態を把握する。 
・持ち物の始末をする。 ・ジャンパ一などの 厚手の上 

着を脱いで掛ける。 

8 : 30 
0 朝の会 0 " 新入園児の - Ⅱ入園 " では年下の 

・各クラスで 集まる。 ・今日 0) 活動について 話を聞子どもたちに 優しくかかわったり 又、 
く 。 友達と - 緒に遊びを進めていけるよ 

う にする。 

0 新入目 児 親子で登園す 0  手作りの 名 れを準備する。 
!):00  6 ・新人園児の 親子を迎える 

  あ いさつをする。 0 新入園児の親子に 笑顔であ いさつ 

・受付 係は " みんなの広場。 に を交わし、 「一緒にやってみません 
机や名札を準備する。 か 」など楽しく 遊びに参加できるよ う 

  名札には保護者に 名前を書 にことはかけをしていく。 
いてもらう。 

0  戸外で一 % に 遊 ぶ 。 
0 安全に遊べるよさに 配慮する。 

・同定遊具や 砂遊びを一緒に 0 戸外で新入園児と 体を動かして 遊 
楽しむ。 

C 竹馬   
べるよ う 遊具を用意する」 

・竹馬やぽっくりげた 乗り方 0 午下の子を思いやり ，遊び方教え 
ぼっ く 0 けた 

を 教えてあ げる。 
金砂場 

たり、 モデルになったりしている 姿を 
・怪我をしないように 気を 認め、 年長 兄 としての喜びが 感じ ろ 
つけて遊ぶ。 れるようにする「 

・舞台のコーナ 一ではバーラ 0 友達と一緒に 遊びを進めている 姿 

ンクーやカセットテープな を見守り教師も 遊びに参加して 楽し 

どの準備をする。 い 雰囲気にしていく。   

・新入園児を 誘って一緒に 手 
あ そびやダンスをする。 

る
 

す
 

プ
を
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0  新入園児も -- 緒に片付けができる 

・遊びに使った 物を元の場 ように言葉をかける。 

所に片付ける。 
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10:15  0 全体で集まる ，元気よく歌をうたう 0  全体集会では " 新人園児 " は 親ヂ 
( あ さがお 紺 ) で一緒に参加できるよ う に席を卍 慮 

・歌をうたう 

（ 

当山幼稚園のうた 

・新入園児と 一緒に すう じの うた   

遊んだことについて したりして温かい 雰囲気にして ぃ 

話し合う く。 

1( Ⅰ :45 
0 各クラスでの 交流 

・おやっ 

・プレゼント 贈呈   たこをあ げる時、 フィルムケースの 

こまや巻き ゴマ の回し方を知らせて 
い くようにする。 

nl :O)0  0 新人園児は現下で 降 圃 
する 

  - 緒に遊んだお 礼の言葉 <; 「また、 遊ぼ ぅ ね」と次回に 期待を 

  l さよなら」のあ 小さ や、 さよならをする。 もたせさようならをする。 

っ をする。 

Ⅱ :45  0 冊りの会 ・今日一日の 遊びについて 0  " 楽しかったこと " を話し合い 

言舌 し合 う 次回に期待が 持てるようにする。 

l2  r 15 O 降囲 ・明日への期待を 持ちなが 0 道草をしないように 声をかける。 
コース別に並んで 帰る。 

ら降園 する。 

く 評価の観点 ノ 

・ 本 時の活動のねら ぃ は，適当であ ったかどうか。 

・幼児の活動の 内容・教師の 援助は適切であ ったか。 

・幼児の活動を 充実させるための 環境の工夫は 適切であ ったかどうか。 

く 反省・評価 ノ 

・花園児は園生活にも 慣れて一つ年上の 先輩として，新入園児の 来園を心待ちにしている 様子が見られ。 

友達と相談しながら 進めていく中で ，自分の思い な 伝えたり，友達のよさを 認めたり，共感したり ぶ 

かったりしながら ，共通の日 標 に向かって意欲的に 取り組むことができた。 

Ⅱ ヰ れまでの体験 ( 小学生中学生との 交流 ) から新入園児が 喜ぶよ う に [ ボ ータ 一に乗せて，嵐を 案内 
しよう コ というアイ ヂア がでたり・また ，遊動 本 のダループは「強くこぎますか ? 」「優しくこ ざす 

か ? 」と言葉をかけたり ，柏手に対して ，思いやれる 育ちにつながったと 考える 

・近所の子どもがやって 来ることから ， K 子は ， 踊りを教えたり ，靴の履き方を 教えたり，普段よりさ 

らに積極的なかかわりを 見せる。 「 K Ⅰは踊りが上手ね。 」とほめてもら ぃ ，満足感を味わったようだ。 

その子らしさがよさとして 発掘できる場を 設定することで ，口分の存在感もち ，自分の得意なもので 
人 とかかわる力がついていくことがわかった。 

W  研究の成果と 課題 
I 成果 

  親しみやすい 環境の工夫として ，Ⅱ ( 小学校，幼稚園兼用 ) が改修工事 で 新しく，明るい 雰囲気にな 
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り ，季節の芋花も 咲きみだれ「幼稚園に 来るのが楽しみ ! 」と保護者の 声 や ， 未 就園児のお母さん 達 

も「きれいな ，幼稚園ですれ」と 声をかけてくださる。 園児と一緒に 季節の草花を 栢えたり，園内 

や 地域の清掃を 心がぼたことで「行きやすい」 園 として親しみが 持てたと考える。 

・ 未 就園児のお母さんより「幼稚園の 交流保育は，いつでも 歓迎ムードいっぱい ，子どもと出かけるの 

が 楽しみでした。 」「お兄さん・ お 姉さんが声をかけてくれて 一緒に遊具 で 遊んだり，すべて 夢中にな 

っていました。 」などの感想をいただき ，園児も小さい 子と接することで ，自分の力に 気付き ， 役に 

立っ再びを感じたり ，相手に合わせることを 学ぶことができた。 

・ 未 就園児・小学生・ 中学生，高齢者など 多様な人とのかかわりの 中で ，人 とかかわる楽しさ ，温かさ， 

を 感じお互いを 理解し合い高め 合い ， 共に育ち合うことがわかった。 また， Ⅱ頃 の人問関係の 中では 

見えない幼児の 姿が見られた。 幼児を多 而 的に理解できた「 

・人的環境として ，園内外の協 ノ J 体制がこれまでの 実践を支えてきた。 また，教師の -- 人一人に対する 

温かいまなざしとゆったりとした 広い心が求められ ，教師岡の協力も 不可欠であ ることがわかった。 

・ 人 とふ ねめ う活動を，幼児の 発達の過程に 沿って，幼児に 育ってほしい 教師の願いをねらいとし ， ま 

た ，体験の中で 育っ幼児の心情や 意欲・態度を 内容として捉え 年間計画に位置付け ，活動を展開する 

ことができた。 

2  課題 

  「様々な入とのかかわり」を ，幼児一人 - 人がどのように 受け止め，どのように 感じ，どのようにか 

かわっていたかを 把握するための ，教師間のチームティーチンバの 在り方を今後も 探って い きたり。 

・地域の人材バンタを 活用していきたい。 

おわりに 

地域の人や化年齢との 触れ合いを， 人 とかかわる力の 育ちの面から 理論・実践研究をしてきました。 

幼児は、 幼稚圃の中だけでは 体験できない ，多様な人々との 触れ合いの中で ， 豊かな心や意欲・ 態度が ， 

一人 - 人の幼児の内面に 育てられて い くことが確認できた。 今後は，作成した 年間指導計画を 純 り 上げ ， 

温かい大冊関係の 育ちの場として ，異年齢の人との 触れ合いを継統していきたいと 思います。 

研究 期 W 山ご指導下さいました ，浦添市教育委員会の 知俳散杖指導主事，大きな 心で励ましやさしく ， 

丁寧にご指導して 下さいました ， 当 研究所の大城 淳 異所長，新川純子係長，山里昌樹主事，職員の 告 様 

6 ケ月旧 共に過ごした 研究員のメンバ 一に ， 深く感謝申し 上げます。 また，研究所に 快く送り出してく 

ださいました 山内勝美園長， 伊礼 アツ子 副 園長，温かく 見守りながら 研究を支えてくださった 当山幼稚 

圃 の 職 貝の皆さんと 1 2 5 人の園児たちに ，心から感謝します。 
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